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外壁下地 

貫が入り建物の軸組みが完成すると、外装工事にかかります。屋根工事は先行し

て済ませていますので、外壁工事から始めます。一般に木造の外壁は、柱や間柱の

外側に板材を張り（大壁）、モルタルやサイディングで仕上げます。今回の山荘は丸太

の骨組みを外部に露出（真壁）させますので、貫に直接下地の杉板を張ります。製材

された 5分板（厚さ 15ｍｍ）の室内側を鉋仕上げし、板の端部を欠き込んで重なるよう

に加工（合决り）してから、一枚ずつ張っていきます。 

自動カンナを使って、

木裏側を鉋仕上げ 

ミゾキリカッターを使っ

て「合决り」加工 
 板を留める下地を軸組

みに取り付けます。 

室内側は外壁の下地板が仕上げとなりますの

で、カンナ仕上げや合决り加工を施しました。も

ちろん貫も露出しますのでカンナ仕上げしてい

ます。隠れてしまう構造材に比べ、仕上げ材は

キズや汚れに細心の注意が必要です。 

そろそろ山の夜は寒さが厳しくなってきました。外で

の食事も辛くなりましたので、工事中の山荘内で夕

食を頂きました。タコヤキを一番上手に焼けたのは、 

タコヤキバイト歴２年の林君です。 

このPDFはpdfFactory試用版で作成されました www.nsd.co.jp/share/pdffact

http://www.nsd.co.jp/share/pdffact
http://www.nsd.co.jp/share/pdffact

